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得られている。次の記述のうち正しいものの組み合わせを 1 つ選べ。 
 
                   腎糸球体ろ過速度         20 mL/min 
                      血漿中薬物濃度          10μg/ｍL 
                      尿中薬物濃度            200μg/ｍL 
                      毎分の尿量              2.0 mL/min 
                      遠位尿細管での再吸収率  20％ 
                         血漿タンパク結合率         40％ 
 
1. この薬物の腎クリアランスは、40 mL/min である。 
2. この薬物の糸球体ろ過速度は、20 mL/min である。 
3. この薬物の尿細管における分泌クリアランスは、50 mL/min である。 
4. この薬物は、尿細管において毎分 380μg 分泌される。 
 
a ( 1 , 2 )       b ( 1 , 3 )       c ( 1 , 4 )       d( 2 , 3 )       e ( 2 , 4 )       f ( 3 , 4 ) 
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解答＆採点方法：1 問につき、6 点から正解までの解答数を引く。  
  
  






a b c d e f 得点
問１ ○ 5 1回：5点
問２ × × ○ 3 3回：3点
問３ × ○ × × 2 4回：2点
問４ × ○ 4 2回：4点
問５ × × × × ○ 1 5回：1点
15
図 1	 TBL に用いた問題の例 
1~4 の 4 つの選択肢から 2 つの正解を選ぶ。その結果、a~f の 6 つの選択肢から 1 つの正解
を選ぶことになる。 
図 2	 TBL 解答用紙 
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図 4	 薬物動態学 II 定期試験（本試験）結果 
a, 平成 26 年度  b, 平成 27 年度	 横軸はテストの素点、縦軸は学生数を示している。 
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図 4	 薬物動態学 II 定期試験（本試験）結果 
a, 平成 26 年度  b, 平成 27 年度	 横軸はテストの素点、縦軸は学生数を示している。 
図4　薬物動態学II定期試験（本 験）結果
a, 平成26年度  b, 平成27年度　横軸はテストの素点、縦軸は学生数を示している。
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予めチームを決めておく必要がある。
　アンケートについて、通常の授業に比べてTBL形
式の授業では、授業が退屈ではなく、授業に遅刻し
ないように心がけたとの結果が得られた。また、「一
般的に、TBLでの授業は講義と比較してどう思うか」
の質問において、設問26（コミュニケーション力の
習得に有用である）、27（授業中の居眠り防止に有用
である）、28（授業中の内職の防止に有用である）、29（授
業中のサボり（スマホ・携帯いじりなど）の防止に有
用である）では、「まあまあそう思う」、「とてもそう
思う」の回答が50％を上回っており、学生はTBL形
式の授業の意義を認めているようである。さらに、定
期試験（本試験）の点数との相関から、成績上位者ほ
どTBL形式の授業を肯定的に捉えていると考えられ
る。マサチューセッツ工科大学の物理の授業では、成
績下位者に比べて成績上位者の方がアクティブラーニ
ングによる成績向上がより大きく現れており3）、TBL
は成績上位者の更なる成績向上に寄与することが示唆
される。成績下位者の成績向上を目指すには、TBL
以外の対策も併せて必要になると考えられる。
　コミュニケーション能力が不足している学生、チー
ムに馴染まない学生に対してどう対処するかは、TBL
の実践に当たり避けて通れない問題である。今回は、
このような学生に対してチームを組む際に特別な配慮
はしなかった。このような学生には、授業中の様子を
注意しておく、たまに面談を行い授業の感想を聞くな
どの対応が必要と考えられるが、根本的な対策は難し
く、今後の課題である。
Ⅶ　おわりに
　学生の成績・学力の向上を目指すために、TBLが
有力なツールとなることは間違いないと考えられる
が、それだけでは不十分であり、他の様々な工夫や取
り組みを行うことが必要である。今回TBLを実践し
て得られた知見を今後の教育に活かし、学生の成績・
学力向上に貢献していきたい。
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